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はじめに

　「これがお話の絵なのです加，惣うしてそう

しょうとなされたのですか」，本学部購義小学校

の昭穂鍵年度学習指導法妻葺窺会において実費公爵i

された，2隼「お謡の叢会」1授業考：、11獲麟i男！

の授業後の欝究雛議会では，その授業の愚図やね

らいについての質幾が集中し，さらには，基本

的な考え方についての意発が活発に取彗かわされ
た。

　暗室となった教室の壁嚢や天井一■輝に，スライ

ド醗写機による無数の星が験し慮され，宇宙の縫

算を患わせる舞楽ととも1こハレー彗星が趨現する。

夢の嚢雰へといざなう教輝の巧みな演墨によって

導入が騒られ，子どもたちはそれぞれの顯いを込

めて，羅つ鍔大の黄ボール紙に露かってパスをぐ

いぐいと葉董

らせる。お

謡をもとに

してそれぞ

麗の子ども

が心に掻い

た豊かなイ

メージを
　　　｝　，

、慰いのまま
バスをぐいぐいと乏らせて・…

にグ）びのびと表現きせようとする葬お碁器の蔑会」　（構

想による表麗〉であるとすれば，ノ｛スで掻き擦デ

ればでき、／1がりのはず。ところが活動はさらに発

展し，難きLlデたものをはきみで馨り，　さらに裏

返ししてそこにも購診ようにノ寸スで1議き込み，そ

れができるとひもを｛寸けて、一一’一‘というように子

どもたちの造形活嚢は，予鯖もしなかった方露に

あわただしくもたくましく展聴するのである。そ

して「お話の絵」としての表現活動をはるかに

とびこえて’どんどんエスカレートしそうな気嚢εな

のである。これまでなされてきた碧お話の絵」の

授業の進め方と比べてみると，「お話の絵」の授

業でありそうでいてちょっと変わっているこの授

業の意外な展縫にいささか戸惑いを見せたのは参

観考である現場教輝であり，授業後の講究鵠議会

において質講が集中したのも大いにうなずける。

　本論では，このような授業が試みられるに至っ

たその背景にある基本的な考え方を中心に遠べ，

さらに1実華美の中でとらえられたこと，これからの

実践の方講について考察しようとする。

董　直接体験の場を

　無気プ3，無憂茎動，無縫・むの繧海1こあるといわれ

る今の子どもたち。そして本来播動的，能動的で

馨奇心あふれているはずの子どもたちを，そうい

われるまでに遍い詰めてしまった要獲｛ノいくつか
　　　　　　　　　　エす春曇聾することができる。その主なものとして，遊

び場の喪失，多忙な生活，がき大将集羅の崩壊，

そして受験戦争という書葵に象籔される被会的背

景薄々あげられるが，一一一1で言うならば，子ども

を取り巻く柔．ろもろの環境の変化が，子どもたち

から，子どもらしくf震動することのできる場や機

会を奪い取ってしまったことにあると言っても良

いだろう。」整どもたちの経常生活の中で，露らの

手で纏れ全身を駆使して活動するという実体験の

場や機会が纏めて少なくなってきているというこ

とである。

　した力寸ってこれからの教育童舞斐におも～て讃らの

意志で能動嚢｛糞こ生きることのできる』｝どもの育成

を求めるためには，額1こ汗し，｛本をぶつけて活i勤

できるという直接体験の場や機会をいかに設定す

るかが重要な課題となる。露分を取箸巻く琴菱縫1こ

積極的に繰きか諺，諮らの1書で感じ1て・むを揺り麟

かし，支書家を実感としてとらえるという実舞；験を

進塁して’，季鑑、歎だけで1ま得ることの難しい真の躍解

を深めさ一せるとともに，霞ら求めて働きかける

ことの充実感を味わわせながら，心積豊かに生き
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生きと蕎動できる許どもを求めようとするのであ

る。

　このような霞菱接｛本、験を意験する学翼1よ．教科書暴

導で，あるいは学校蕎事や整童活動等の特磯活動

の指導の中でというように，学校教欝金離にわた

って最近様々な形での実践が試みられてきている。

讐にここ婁受年来，学校の露ll意によるユニークな活

動の試みが案銭されその繊渠も数多く鞍告されて

いる。捲稿「集騰造形活動の試みゴで鞍鬱した学

校艀事「造形祭シ懇の実践への取諺緩みもその一
　　　　オつである。学校あげて取警護iむというこのような

教翻繍は，鶴鰍響動圭髄謝ることこよ
・ブζ子どもたちに直接捧験をさせようとする実践

であるが，その縫．舞1二1の教科学費での実践にお

いても老嬢瞬鷲と奪えて｛本轍臓鰻酵
ようと意糞霧する会科学鷲（あるい1ま合科的な撃：饗〉

への試みがなされるよ繁こなってきている。これ

ら総合的な学鷲や合科学覆にお酵る捧験的蠕動に

よつで銑ど毛、たちに，　一つ一つの学欝欝答を多嚢

的耀灘遷譲勺1二とらえさせ，さらに1ま，1実感を手妻っ

て礫解して一くれるであろうことを醗締するのであ

る鼎

　さて，本教科の学習活動へと1綾念うてみると，

その活麟は，樗醤にじかに経れ髭1らの手で製舞に

取垂）綴．むという活動であシ），それ講体案｛本験を選｝

して目グ）’鉾習活動その｛フのであるといえるむまた嚢

頃の授業においては．段己を豊かに表現させるた

めに，表現しようとする重重象との五感を疑露更した

触れ合いをさせるようにするとか，｛本を穫！つた活

動を取鯵入れることによって意欲的1こ遺残舞こ1無力㌔

わせるための導入を『憂二夫するなど，実体、験をさせ

ることによってたくましく造形へ立ち海かわせよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きうとする葦毳毳隷こも鍛弩嘉盗まれているわけであるが，

子』どもたちにさらに豊かな造形｛本験をさせるため

に，教科の枠をとびこえた総合的学習や合税学習，

さらに1ま教季｝麸郵こお搾る践1戎の領ま嚢や分野にとら

われない新たな造形蠕動のあ辱方などについても

Σ諱めてし藁きたいと、轡う奪

　今繰実践された「お護の絵」の授業は，豊かな

造形体験をさせるために，　教科内にお葬る羅綾1の

領域の梓をとびこえた造形活動こ取弓緩ませるべ

く設定され，試みられた題材1である。議会麟ll構想

による表凝｝領域と造形的な遊び領域とのいわば

合綾病毒蓬彩潰動を還して，全身をぶつけ全感覚

を駆硬した造形体験に取弓組ませ，華どもならで

臆8き無縫簿

は！の総合的な透彫の馨萎びを賑わわせようとするも

のである。

2．子どもサイドに立つ

　今・の野どもたちに直手萎｛本簿嚢の墨蕩を与えることの

必饗韓三については蟻蚕二遠べた遜馨であるが，その

ため識よ，これまで実践されてきた教葎拶｝を許

どもの寛美蕩からもう一づ箋i発つめ蓬髪すことが大辱｝と

なる．これまでの実験においても，許どもサイド

に莚って秦導すべき講容を維み立て，発達段購も

売分考秀惹しながら叢書導1こあた一）てきたわ諺である

が，駕つか稀賑してほし眺早く紳びてほし
い暑という強い懸豪いから，　ともすると教えるべき

内容が争どもにかかわ辱なく完にあ一）て．それを

許どもにいかに捲毒するかというように，子ども

の存在寿蕎麦から意善薮されることにな翰がちである亭

ぜひ身につけさせたい内容があ彗，それをしっか

ン／理解させるために，かみくだき罎序立てて振導

にあたるということは，重要な教奢の機重髭である

が，常に指導内容が鋳提にあるというのでは一子ど

もにとっての’薫習才轟童舞として1ま売玉｝なものとはな

彗得ない。子どもの存姦を認．め，子ども糞らの発

想による本義勤を3塗して育て｛串1まfしていくという，

子どもサイドに立った教育活動の展聡があって初

めて一充分なものになるといえる。

｛繋　子どもサイドに立つ教育

　　　　　　　　一戦後教費の流れに見る一

　子どもサイドに立つ教育については，環場の教

鯨なら誰もが毎響の授業実践の中で常に求めてき

た中心釣な課題である。教練霞身が一子どもの立場

に立って考えることができなければ学習への意欲

を持たせることも難しいし，学嚢離離果をあげるこ

ともできないわ1すであるから，それ1よ鬘髭斐家にと

っては鱗実な臨麗なのである。それだ酵にいろい

ろな立場からヂ）多様な捷書もなされてきたし，ま

た様々な角度からの醗究的な実践も積極的になさ

れてきている。

　戦｛麦の教育の動鋒糞こついて事彙糞孝をプ讃え糞馨しく遠

べるスペースはないが，■許どもをどう｛立直づ診て

案銭が展灘されてきたのかについて縫単にふ琴返

ってみたい。

　昭1穣2｛｝年から3§年にか隷て取零幾難まれた　財叢≠霞

単元学習」　「生活教；薄」　「1コァカ》キュラムの醗

究」などのいわば経．、験主義的教育においては，子

どもの生活経．験をどう教材化するかというように
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子どもの生活に撰ぎしたカ》キュラムの驚発，子

どもの興1昧・鱒老・，経験を重観した教育指導の展

欝1を求めている。

　昭穂3（｝年代から瞬集代中頃にかけては．学習指

導法や教授・学響過程の醸究的実践が盛んに行

われる。子どもの懇考選程，麟進退程を軸におい

た学習指導の震絹を組み立てることにより．教育

内容の確かな羅解，豊かな表現を求めようとした。

それと壷移して取穆組まれた実践蚕弄究は，　ヂ詣導

内容の精選，構造箆涯　ド教科の基礎基摩」といっ

た教育内容の現段化や教麸の構造化に1隷ナてのも

のである。教材全体のイメージを1立体的・構造的

にとらえきせることで確かな耀解をはかろうとす

ると瞬時に，現代科学の急速な発展とともに増大

した事物・事象をどう整鍵して子どもに与えてい

くことが§擦違絞へ海かわせることになるのかと

いう点でも，教紡の精選，購造化への試みが不薄

欠であったとも震える。これらの実践襲撃究は教える

べき内容を慧象としたものであ掌），子どもサイド

に立った実践嚢葺賓とはいい難いが，しかしそもそ

も子どもの確かな運解を求めようとするものであ

り，　またその方法窪盆としての尋薫習蓄旨導法や亡！糞智葦過

程の醗究との鳶機舞｛捲統合への試みや，さ磁こは

子どもを中核においての授業の構造化を綴ろうと

するなどの試みもあ琴，教官内容そのものを欝究

雑家の中心にすえながら｛，，精一・杯子どもの立場

からそれを発つめようとした実践講究でもあった

といえよう。

　昭瀦欝年代に入ると，教育内容中心の実践懸究

への反動もあってか，華ども鰯に立つ緋究への取

り継みが多くなる。子ども一人一人へ欝を海欝た

ヂ懸盤の紳長，縫の学習絞立」などの講究，子ど

もの鋳意，心構を大事にした「学びがい，学習意

欲，態度，椿意の青銭1」の醗究などがそれである。

　そして今，多様侘した鍾会の麟きも反駁してか，

実践醗究への取琴組みもまた実に多様な角度から

なされているといえるが，それらの中で最近の軟

膏思潮の主流ともいうべきヂ護疑三教畜力，衰死学

習カゴにかかわる実践麟醗究に取り組んでいる小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ・中学校は，全蟹かなりの数にの1ぎっている。　「生

涯にわたって追い求めるべき理想的な教育の姿を

義務教官段贈の子どもに追求すべきものであろう

か」直具体的な実践や磯究の重点が鞠らかになり，

背骨を通すことカずできるのカη　という疑問も詣擾

　　　　　ふされ．ており，磁iか1こその不安もあろうが，農らの

意志で霧律的に学び続けていこうとする学習態痩

を形成していこうとするこの実践の方向は，これ

まで以鉦に学習の主藩老としての子どもそのもの

に実髭斐養葺斐の洋レむをすえたものであり，ノ鷺講姓欝1

復へ向けての，そして人縫そのものに嬢ぎした教

育振導のあぎ）方を求めるという重要な方麟である

といえる〔，

　時の教育思潮を反験しつつ変遷してきた戦後の

実践藩1究について，子ども葦イドに立つという視

点から大まかにふ弓返ってみたわけであるが，「興

艮朱・驚’むを大馨嚢こして」あるいは汽チどもの愚考

3愚程を華婁1こして養窪力・な至攣舞翠を」というように，　多交

畜内容，教材，学習遜程などそれぞれの課題羅究

の中で子どもの立場からの教育指導のあり方を求

めようとしてきたことも事実である。しかしなが

ら今・程，能動的存在であるべき子どもそのものに

焦点づけた実践へまともに立ち1韓かおうとしてい

ること1ま少なかったといえるだろう。そしてこれ

からの実践講究では，これまでの講究成果に基づ

きながら，より全｛本的，総合的な観望蚤に立って，

子どもを中心にすえた教育活嚢のあ静方全般をと

らえ濤1すことが求められて‘いるのだといえよう。

1廼　子どもサイドに立つ教畜

　　　　　　　　　　一これからの実践で一
　これまでグ）揮蕃究綾1果をふまえつつ，　子ど竜ノサイ

ドに立つ実践への取り組みをこれからどのように

進めていったらよいのであろうか。授業を仕績み
　　　　　　サ
進める乱で考えていかなければならない§標，

教材，そして旛導通程のそれぞれについて，子ど

も号イドに立つという立場から簡単に遠べてみた

も㌔

〈態度葺多成をねらう農榛〉

　内容を遷解し，短識・撲能を身につ搾るだけに

とどまらず，新たな鰐題場藏に直面したときにそ

の知識・技能を生きた力として鱗かすことができな

け農ば，子どもが確かなカを身につ諺ているとば叢

い難い。麗題解決に海1ナて，子ども霧らの力で麟

懇二重二夫し思考することのできる学力，麟造的学力

ともいうべき盤三きて種青くことのできる学力を1身1こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しむす
つけさせることを求めなければならない。そして

それに擁えて，露らの意志で学び取ろう，霞ら姦

まろうとする態度能力，いわば奏己学習能力の育

成をはかることが亨今強く求められているのであ

り，ぞれカず露律約，書髭重雛雛こ生きることのできる

　　　　　　　　　　　　　　　　じヌで■子どもを育てることになるグ）である。
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　子どもサイドに立って繕標を眺めてみようとし

たとき警手1こ震えることは，　華表果として分力・る，　で

きる姿を追い求めながらも，それにも増してその

過程における取り緩みの中で育てるべき｝学習へ

の構え，態度能かの育成にウエイトをかけるべ

きだということであ弓，　そして薯謡来，　ひと弩立ち

して学翼へ立ち講かうことができるように，本教

季導でいえば霞己をたくましく表現することができ

るようにすることを籐いながら，一一一人一人分子ど

もを発つめ，とらえ，青くんでいくようにするこ

とだということ寄書できる。

〈輪のある柔軟な教材（題摩虜〉

　教えるべき内容があ弩それを振導するのに適し

た教赫（本教科では題韓〉があったとしても，子

どもがその教舞“に嬉して興妹・関心を持つことが

なければ，子ど箋ナ麟らが饑きかけて学ぼうとはし

ないであろうし，学習指導の効果もあがるはずは

ない。指導にあたって馨：子どもたちの興，妹・襲》む

が高まるような教季オの握示のし方，動機づけの二工

夫も雑然必要となるが，むしろぞれ以毒｛舞こ教季オそ

のものについて充分鐸今嫁することが重要となる。

　本教科にお縁る教紡いわ織る題秘の条誓として，

「夏1標を指殉ずる懸纏雲　「覧童への適合姓3　「意

麟する表現活麟の実現性ゴの三つがあげられるが，

そのいずれが欠けていても適した題材ということ
　　　　　じな1まできない。取り分諺学習　（表現〉　の主｛本書であ

る子ども§身にとって愚昧を発鐵すことのできな

い題繕であったとすれば，教材としての懸殖は無

いに等しい。教桝とは噴標達成へ藤ナて，意騒

的になされる教育活動（授業〉の中で学習させる

べき素材」であるから，彗1標の達成のために最

遠なものか」　「教鎌の意纒する学習活動の展灘を

可能1こするものであるか」等についても充分検藝重

きれなければならないが，子どもあっての授業で

あり教季オであることを考えれば，教材“（題樗／の

発懸そして設定にあたっては，子どもの立場から

模策し綾討を榛えていくことを棲底におくべきだ

と考える。

　そしてさらには．子どもたちの顯いや発想に基

づいた葉替がそのまま教材　／題材う　として取箸あ

げられることとか，意欲の高まった子どもたちの

意志に基づいて，今取弩組んでいる教轄が発縷的

に擬われることとかができるような麗iのある教庫オ

であるべきであり，その取馨扱いも柔軟になされ

ることが必要となろう。教科書にあるから，ある

簿85隼纂舞

い1ま重簑導言舞鍾で多妻められて恕》るカ・ら1まみ議して籔

うことはできないというのではなく，子どもの素

替な発想や纐雛にも発分封癒できるような柔軟性

を持った教材の取鯵振いができるよう努めていく

ことが大鷺となる。

〈§ら取華ナi縷む活動を促す授業邊程〉

　知識・技能を身につ諺させるだ1ナにとどまらず．

毫汚しい舞1題場1窪翼こ撫くわしたとき1こ，費竃知をもと

に来季羅を求めるというf皇きて饑くことのできる学

メ3を身につけさせるため1こは，学習の結果として

身につけさせるべく知識・技能を教輝が激して護

賭したり，承籍してそれに従って習熟させた参す

るというよりは，これまで身につけた力をもとに

して学習考震身が主体的に問題解決に立ち講かう

ことによって庭1分のものにしていくという学習体

験をさせることこそ大事1こしたい。結果として，

場代の学鶴大系に基づく知識・技能を確かに身に

つ酵させることもi教育の重要な撰暮露であるが，そ

れと属舞寺にその学習過程において，　§らが難題意

識を持ちその解決へ向1ナて意欲的に取零緩む体験

の中で，叢拓求めて学習へ立塩勧・うことの楽し

さやヲ乞実感を味わわせるとともに，能動的な態穫：

を育てようとすることも教育の重要な概藏である。

そして持てるカをよりどころにいかに学習を進め

るか，その学び方をも身につけさせたいと思う。

　そのためには，授業の場1蚕が，教麟｝が中老・とな

って硅メードしながら理解を図ろうとする場錘と，

学習者力森誓・むとなって鋤き力梶ナる場譲∫とに分1ナら

れると一す重虞ま1，　できるだけ多く｛憂者の場嚢ゐ濃量定で

きるように意鑓したい。一層隷舞の授業のすべて，あ

るいは単元・題材のすべてを通してというわ1ナに

はいかないにしても，そのすべてが教麟鐙辱一ド

のみで藩冬始することのないように，そしてできる

なら教蠧毒1ま授業展羅のポイントを押さえるだけに

とどめ，授業の懸とんどが学習者によって主体的

に展縫されるのが理想であろう。

　そうなれば授業が患わぬ方海へと進展すること

も覚籍しなければならない。単線型のすつき辱と

した授業ではおさまらないわ酵で，むしろ多くの

課題を抱えることになる。学習老生｛本の授業を展

賭するためには，多様な発想にも応えうる縷線塗

の授業案，柔軟性のある授業過程’時懸的な保障

等々，　そして講時に，　これまで圭撲上に教悸孝1こ対’す

る解釈の広さと深さ，授業展趨に鰐する漏察力と

いった孝受難1の力量．さらには晃童の発想，　離陸1な
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学饗への取弓緩みを認め発守ることのできる教錘

の菱変量など毒ご珪セめられること1こなるゆ

　以翌1，これからの教育活嚢のあ弩方を求めて，

難標，教誘．授業退程のそれぞ麟について子ども

サイドに立つという立場から見つめてみたわ酵で

あるが，今繋実践されたεお誌の絵」の授業もま

きに子どもサイドに立って翰昧設定され試みられ

た授業実践の一つなのである。

3．領域をとびこえての造形活動

　今暁の授業「お話の垂会」が実墨美されるに至った

基本的な考え方として，「直接｛本験の場を与える

こと1こよりたくましく盤三きる子ども1こしたい」ヂ子

どもサイドに立った教育活動を展離することによ

り，　生きて欝く学プ3や衰ピ三孝｝習／表愛）舞麩メ3を身

につけさせたいゴとの二点について達べてきた。

これらみ腰いを込めて実践されたヂお謡の絵」は，

教案帯終盤こお縁る鑛漢薬の肇輩1域をとびこえて』の造影学

習，いわば合域的な造形活銚を捧験させるべく試

みられた授業である。そこでこの項で1ま，領域を

とびこえての含量竣嚢辱な造形妻琴暑孟動が馨《警あ1デら

れた背景とその意鞍について達べたい。

（鶴　造形活動の領域区分

　造形活動を大きく2つに分類するとすれば．そ

れ1ま置表現活璽秘と「鑑賞活動」とに分けられる。

そしてさら1ニド表琴芝孝養動暴を一一般衰辱な黍楚点である

造形次元によって分類すれば．2次元姓！平齢

の表理として」の纏金鑞3　「デザイン」，そして3次

元性櫨鯵／の表現としての鴨ヨ塑盛　「工作・エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨタ葉陰という遵領域の活璽撰：分けられる。　さらに■郵

学校発童においては，蓬領域のいずれにもかかわ

馨ながらそのいずれにも色話されない造形活甦と

して薪造形誘な遊び」があ鯵，それは第5の領域

として婆領
　　　　　　　　　畢藤造形　　　　　　　　　　　　　　　　嵯体造影域の中央に

鐘置づけら

れることに
　　じ　
なる。　！右

緩参照／

　表現活動

がこのよう

にすっきり

と整理され

ているこの

領域区分は

砦
象
の
表
憂

機
能
の
褒
饗

裏ξ奉

　　　　　造影的な
｛云えたいこと　　遊び　　 伝えたいこと

簸るもの　　　　　　鋳るもの
硬礪、の　　　　　　縫うも鍔

　　　　使うものをつくる
　　　　　　ユ
　　　　・ヂ許ヂインして一ジくる

単純轟辮実であるだ1君こ，その透彫内容を瞬確にと

らえその位置づけを1構造轟ξ異こ艶‡還するためiこ遣．1糞

交書であ彗，享受季孝養葺究を享策め指婆撃を進めていくとき

のよりどころともなる基本的な領域1区分である。

1襲　晃董の立場から見る造形活動の額鐵区分

　毒彗に示した領域数分の分か計）やすさは充分認め

られるものであるが，この長く分1まや1ま雑学難鎚｝大

系から分類されたものであ弓餐童の造形活動の領

主愛菱く分としては必ずしも適｛罪なものであるとはい

い難い。そこで，多分に複雑になることは覚摂の

翫で，　難童1ことって（巧）造形ぞ勇墾舞という立圭霧海・ら輪

講を簾え，整理しなおしてみたいと思う。

　晃童の造形濡勤であるが故に一謬綾討を簾えた

いことの一・つは争重暴導要領1こおいてもFデザイン

してつくる」という形で承されている選彗，デザ

イン食嚢域と』亙｛乍睾饗竣菱との縫｛系である書■卦学校段繕

におも》て1まヤ　デザインと．ll｛乍iと1ま一・達の選言影とし

てまとめてとらえるのが農然であ讐，無墨塗ξこ区分

してとらえることは，発想一誕露一襲舞・表

礎という子どもの造形活嚢の必然的な流れを分擬

してしまうことにな継，　造形蒙｝聖寿の一一一貫華鬘，発展

性を欠いてしまうことにな辱かねない。

　その二つは，学年が下であればある程子どもた

ちの造形活聾は総合的なものにな弓やすく，時に

は二つ三つの籟域にまたがった形での造形活動が

展羅されることが多いということである。そのよ

うな争どもたちの総合的で丸ごとの造形活動を，

無耀に区分することに大きな意蘇は発い撫せないむ

むしろそのような活動を積極的に受け歪め｛童置づ

けることのできる頷妻竣区分を求めるべきだと思う。

　そしてもう一つは．すべての造形表現鎖域にか

かわる騒箋形嚢警な遊び」の｛立直づ酵について“であ

る。造形的な遊びにおける活i勤は素案藩に働きかけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　て懇、いのま

勧．彫蓬

縫う毛、のをつくる
テ’一サゴインし“て’）〈る

毛デザ『 Cン・凱善心

び遊な

　　　　　　　　　　　　鰭慶嘩「《表現」ヂ〉内容・領蟻 醗2　子どもの造影活動

まに造形す

る活動であ

絵，いずれ

の領域にお

1ナる造形活

嚢にも共通

する基本的

ともいえる

活動である。

したがって

造形的な遊
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びの領域は，各領域の造形へと分死する鍛錬の，

未分免なそして基礎的基本的な造形領域として綾

羅づけておきたいのである。、（籔2参照）

131子どもならではの造形活動とその位置づ韓

　野どもの造形活嚢は，一つの領域におさまるこ

となく浮惹合造形轟勺にな静がちであることは麟遠の

遜諺である。子どもたちは，窃蜜）から区分され構

玉壷づ薄ナられた｝簑形姿嚢多義を意議菱したり，賎轟斐の表現

ノ｛ターンにこだわったりすることなく，！再か表現

したいという意欝菖こ支えられて蓑1分力ご感¢た彗考

えた馨したことを思いのままに表愛する．したが

って劉どもたち，とり分け低学年の子どもたちの

造形活難は嚢然発生麟で型にはまったものではな

く，衰分銘で丸ごとのものであり，そして縛には

気まぐれで麟麹奔敏なものとなる。

　それだけに豊かに発展する可能性をも秘あてい

るともいえる子どもたちの，このような造形活i銚

への取垂〉緩みに癒えるためには，鴛導者欝身がそ

れを濃かいllで発つめ柔軟な姿勢でとらえること

ができるようにすること，羅馨寺にもっと葭離羨きに

受酵とめてこのような畢どもならではの造形活灘

が薪能となるであろう場を提蜜饗することができる

ようにすることである。子ども欝らが求めて取警

緩む造形活動，子どもならではの造形活動にどう

取弓緩ませたらよいのかを求めて，賎成の造形概

念にあま詳）こだわることなく，新たな題韓の開発，

柔軟な授業展灘の一｝二夫などに努めることが大鰐と

なろう。

　きてこのような子どもならではの圭雀形盲毒i勤1ま，

蕩頁で示した「子どもの造形活動」（緩2｝の造

影領域籔分においてどう｛立羅づ諺られるであろう

か。

　霞然発生的で型にはまらない子どもならではの

造形活動は，子どもが主体的に取穆維む素朴な造

形活動であ警，その意彗泰でその活動のほ1とんど1ま

碧造形的な遊び」の欝竈毫歓こ位置づ“けられるといっ

てよいだろう。そもそも「造形的な遊び」は，翕

然発生的な造形への取り績みの中で，農ら積極的

に働きかけることの蓼びや造形することの楽しさ

を感得させ，造形の基礎としての能勇的な造形表

現への態度を育てようとするものであり，まさに

子どもならではの造形濤嚢を求めようとする領域

であるといえる。しかしながら，　ε造形的な遊び」

はここ数年来ようやく取吟あげられ実践に取り纏

まれるようになったもので，設定の趣濤がなかな

簿85隼糞力

　　　　すヌ至言
か徹底せず，また現場においては教麟難身の戸惑

いなど｛，あり．　まだ実験嚢諺な藝憂階での1実髭斐という

感は免れない⇔この領域の趣露からしても，華ど

もの素朴な発想による造形をどんどん取箸あげ羨

向きの姿勢で試みていくことによ弩，この額域に

お締る造形の纏1を広げるとともに，『畢ど董、ならで

はの造形グ）本来の姿を求めていきたいと思う。

　子どもの造影漂動がi衰分｛とな活動とはいえ，そ

れが絵露，彫塑などそれぞれの額域に包揺される

ものも藻然ある。しかしながら．そのような子ど

竜フの造形力禽あったとしても，　その二二三頷毎夏と圭箋影轟勺

な遊びの書翼戴も簾えた獲つの領ま竣とが互い1こ重なり

合った部分に，子どもならではの造形のかなり多

くが位置づ“けられるように思うのである。華会麟と

してカ・かれたもの寿ぐいつの羅繋こカ・はさみで｛灘弩取

られ，それが簸薪）の製作へと発展した吟マークの

後書彗として使われることになったり，また結1二を

穫って彫塑表現していた動物や乗尋物にふたが鐸

られ，小物入れの襲繹になってしまった準など，

二つ三つの領域にまたがって展絹される子どもの

造形活動の醗は数多くあげることができる。造形

的な遊びにかかわる懸麟においても，遊びの活勤

が立諏な造形活動へと発展したり，絵懸，彫塑，

1二鐸領域における活動が造形的な遊びの活動へと

移ぞ干した零というように，一一つの嚢蚕ま戴1こおさまら

ずむしろ糞然な形で豊かに発展することが多い。

　しかしながらこれまでの孝養導1こあたっては，その

題韓設定から作品完践，鑑賞までが一つの領域の

中にしっか吟位置づけら麟ており，勉鎖域まで発

展しようとする享孟動ξまなかなか震確ナ入れられない。

その駈，擁めからいくつかの領域にまたがった総

合的とも奪うべき題韓の設定もほとんどなされて

いなも㌔子どもならではの造形活動に応えること

ができるための総合的，金城的な題耕の設定や，

さらに発展しようとする活動を受け入れることの

できる柔軟な授業を求めな診ればならない。

1率　合域釣な造形学習でねらいたいこと

　合域的な造形への取鯵組みで意緩したいことは，

簸威の籟域に建直づけられている活動を組み合わ

せることによって新たな活動を発墨そうとするの

ではなく，あくまでも子どもならではの造形へい

かに取鞍緩ませるか，■レどもにとってどのような

造形活嚢が魅力あるものであり農然なものである

かを求めようとすることである。そして子ども本

来のユニークでたくましいき髪形霧彗動に獲三き毬三きと
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取ぎ）組む姿を期縛しようとするものである。

　さて，子ども本来の造形活動への取弩緩みを期

待する，いわば金城的な造形学馨でねらおうとす

ることとはどのようなことであろうか，現段購で

いえることは次の遷｝琴で’ある。

①　　許どもの発達段購，心鋳など，多どもの実態

　に基づいて取りあげられた合域的な造形誘載へ

　の取穆緩みの中で，意欲的，1三体読な透彫活動

　を展霧窪きせることによ陰，禽琶勤糞勺な｝豊形態美変を

　膏てようとする。

②　頻域をとびこえての透彫蠕動は，多様な学習

　内容を含む総合的な題材である．このような造

　形活動への取弓緩みを通して，多藏的・縫違約

　なものの艶方，考え方ができるようにするとと

　もに，総合麟な造影の喜びを琶豪わわせる。

③・　魑鎮星浅にもまたがる，一一一選1の総合的な造形■＼

　の奴等緩みを通して，造形を豊かに発展させる

　ことの充実感やダイナミックな造形の欝びを昧

　わわせたい。

璽〕　蓄どもの生活に根ざした造形，■子どもの発想

　に基づく造形への取鞭績みを通して，生活の中

　に，窓づくたくましい造形の能力を育てるととも

　にその喜びを蕪象わわせる。

⑤　露分たちのやろうとすることが保障された造

　形の場で，意欲的にのびのびと取をラ緩む活勇を

　通してその子ならではの表現の楽しさを莞分に

　瞭わわせ，鰹性的な表現の芽を培おうとする。

4．合域的な造形学習への試み

　　一2隼「お謡の絵」（絵・造／の実践一

噺　その意國

　今饒試みられた授業実践は，絵露／構想による表

現／領域と造形的な遊び領域との，いわば「合域的

な造形才孟嚢舞」／＼耳翼琴組ませることにより，　子どもな

らではの丸ごとの造形捧験をさせようとするもの

である。そしてその表舞玉墨程においては，華どもた

ちの素蒼な発想を大事にし，できるだけ取吟あげて

孝交材｛とすべく努力することによって，　欝ら穫蠢きかけ

て造形活蠹毒を展縫させロて』いくことに帰する轟箋かな

手応えと喜びを彗象わわせようとするものである。

　さらにここでは，祷めに絵露，その発展として

造形的な遊びへと移行させる形での合域ではなく，

二つの領域の造形活動を有機的に関連づ段，その

離合をはかろうとする形での合域的活動も意図し

ている．二つの領域それぞれにll標や振導内容が

あるわ汁だが，その薩霧を醗み，糞機的な縫達を

はかろうとしながら，それらを具礎することので

きそうな・許どもならではの透彫をイメージした最

果題材化されたのが，今麟実践された「お譜の絵」

なのである。鐸標や指導内容のかかわ弓について
　　　　　　　ヌまき
は，次頁の垂受業案の呼峯1こ示さ駿ているので詳しく

遠べないが，睾をll果的にイメージされ題材化された

華どもならではの造影とは，お話の絵を立体的に

表現させようとするものである。

　これまでの実践で欝）纏まれてきた薪お語の絵」

といえば，露讐讐紙1こノぐスや塞会のぐで垂憲くというも

の古ある。しかにこでは，表饗の、議題を籍握し

そグ）1三題表礎へ肉1テての造形活嚢に取鯵縛むとい

う点では瞬じであるが，その表琴叢ま一繍交の講絹絵

島の表｛琵ではおさまらない。老隻窒空響1ゐご．嚢題表葦建

グ）孟蕩となり．クラス晃童全員がお謡の嘉会に登』嚇す

る人物となる。さらに教室空豫の構成は，主題義

理へ露辱てグ）縫々の発童の発想を生かした造形に

よって綴iみ立てさせようとするものである。

　教室空醗の構成をまかせられた子どもたちの発

想、はせきを

濁ったよう

にあふれで

る。馨欝（）

や宇宙人が

登場し．入

一1二衛星，惑

星，ぞして

天の購が作　　　　　　ぼくらの字憲に銀海鉄道が走る。

られる．教室空鐸§はたちまち宇宙空縫へと早変わ

り，華どもたちはもう宇霧雲こ漂う飛背士であ鯵宇

宙人である。そして，ハレー彗星を違える会はぼ

くらの宇宙を舞愛糞こして歌に距離に，そして寸麟

にとにぎやかに催されたのであった。

（蹉　実践の中でとらえられたこと

　子どもたちの造形活動の様蟹，感想メモなどか

らとらえられ．たこと1ま次の選韮）であるぴ

○　これまで｛奉験したこともなかった造形才孟郵1の

　展霧慰二驚き，　義1鮮さを感じ，　さらに露分の多巻毫毛

　に基づく造影に離凱耳購緩めることへの太き

　な期待感を抱いて猛勇している子が多い。

○　 空欝1，環境にまで嚢動きか1ナる一宣｛奉｝難形ともい

　うべき「お話の絵」の表現へ，体ごとぶつ鯵て

　一疏ち1韓かっているひ

○　静的な造形にとどまらず，全身を使って麟的
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〈レ2校時〉霞薩工作科　2隼4総 授業者　　土　屋　税　舅

一一 ｵがみついている露分の姿はどのように発えるかを考えて，聾作化し会った鯵，友だちの表現のよ

　　さを生かしたを｝して，£藩豊かな人鞠表現ができるようにする授業一

薄題材名　 おはなしのえ1絵で表す・造影的な遊びナ

2　題耕の§標

縫i　お蠧毒の糧翼に1蔓って楽しく豊力彗こ懇｛象しながら，のびのびと表現する婁びを醒廉わわせる。

⑫！　人物を表愛するプ3を一盛屡1奮めることができるよう1二する。

13｝割馨ばしペンの鶴果的な使い方やラパスでの混色に撲れさせる。

！麟羅i習の学参捧験を生かした彗，友だちにポーズをとってもらった辱するなど，よ弓よい表現を求

　　めようとする莚i度を身につけること力虜できるようにする。

難　絵をかくだけにとどまらず，それを発展させた造形活動に取馨緩ませることにより，主体的に取

　　弓緩むことの充実感を味わわせるとともに．総会的でダイナミックな造形活動のおもしろさを全身

　　で感じとらせるようにする。

3　授業の誹画　　　　（総時数　6時欝i〉

i
2
3
嬉

お話を聞いて，学習のめあてをとらえる。…

気持ちや鐵子がよくわかるように表褒する。

各霧の発想にもとづいて製作する。・一一

ハレー．i彗二塁を逢える会をする。………一……

　　　　　護持欝1（本時）

一・一・一 Q時舞舞（本時i〆2／

　　　　　　　・……2時綴

毒………・ @甲…………茎時羅1

4　授業の慧穰

　　子どもたち慧，　墨隼生の時の題麸「シャワーあそび」，葬うんどうかい」，　「おはなしのえ」などの

　拳蟹で，入梅表琴融こ縷れ，楽しくかくことができるようになってきた。しかし，中には1人等勢の季冬好や

物の形をよく確かめな募でかいてしまう子も少なくない。このような子どもたちに，物をよく見てか

く態凄を身につけさせ．磐鋳豊かな入梅義理ができるよ舅こしたい。

　　さらに摩題赫では，i時萎蔀こおいて子どもたちの夢のあふれた豊かな発想をうなザし，お謡の絵を

　かきあげるにとどまらず，造形的な遊びの活動へと発展させることにより，子どもならでばのたくま

　しい造形表現への取箸績みをも意馨しようとするものである。

　本時では，教室を暗くし，糞婆の懸果を工夫し奪がら，ハレー彗星の写真を提示して議しはじめる。

子どもたちは，音や写真から容易に謡の内容をイメージし，葬おもしろそうだ」，「こんなふうにかい

　てみたい」という気持ちを持つだろう。そういう意欲的な姿を大事にしながら表現に入一）てからは，

　いままでの麟懸工作科の学習で身につけた割弩ばしペンの効果的な使い方やパスび）混色を工夫してい

　る姿，友だちと協力してポーズを取り合って蓑愛している姿を賞賛することによって，よりよい表現

　に鶴静てたくましく取彗緩んでいく姿を期待したい。さらに，途中作品の鑑賞の段籍では，友だちの

　作品の造形蕪や技能嚢でのよいところをお互いに発つけ，認め合う活動を重視することによって，友

　だちの表現のよさを農分の｛乍晶に生かそうとする態度を育てていきたい。

　　このようにして，奉持では，今まで培かってきた■子どもたちの「人辱勢を表現する力」をより…羅葬葛

　めるために，しがみついている人霧に視点をあて，　許ども糞らのカと華ども講士の認め合う活動によ

　って，よりよい表現』を求めようとする態度を育てていこうとするものである。



1こ罎：含域鋳な造形学鷺へ講試み 門
ダ

5　本時のねらい

　凝聾経験を生かした瞭，造形化へ向けて表現のしかたを、鉄した鞍することによつで，無難こしが

　みついている入舞を，心構豊かに表現できるようにする。

6　展聡遜程

学習内容・活動 螺§i 捲導の要点　　詳簸
癒　お話を驚いて，学習のめあてをi欝分i

　つかむ。

　①3　お話を響垂く。

　②粥鰍こしがみついている厳1分1

雛鷺隷　合i
　　O　舞率にしがみついている霞

　　　分をかこう。

121　どのようにかくか考える。

①や碁轍欝雛i
　　する。

（窯ちが　　姿をi

13多しがみついている紛を表現’ξi

　る。

①翻ばしペンで線が縛す訓
　　○紙いっ績率大きく　　…
　　○　翼華と露分（騒縫｛系を考えてi

②す贈鋤を斑艇i
　　O　混色を工夫して’

　③パスでかきあげたものをはさ…

灘謝し　て
織　途中律呂を鑑賞し，話し合う。

　○　様子グ）よくあらわれている表i

　　愛

　⊂｝　よく見ることのよき

○　教室を暗くしたり，音響妙果を生かしたを）して

　雰1霜気を薦めておきたい。こうすることによって

　擁毒にしがみついたときの様子や気持ちを豊かに

　イメージできるようにし，かこうとする意欲を影

　分姦めながら木鐸寺のめあてをしっかりとらえさせ

　たい。

○　藷を聞いている暴寺の「こわいなあ」というつぶ

　やきや，翼灘にしがみついたようなしぐさを大事

　にして，　表琴むこ向けての意義裁を籍iめた㌧玉。

　　夢華華にまたがっている無毒の「こわいなあ」，　鷺よ

　やいなあ」という気拳拳ちをもった■争どもたちに，

　「どんな格蜂で乗っているグ）」と闘いかけること

　によって．難件化をする必要／鑑をとらえさせたい。

蕊分iO　概懸指導を蕎う中で，人物表瑛」）よいところ

や，簸習経験を生かして霧鵜ばしペンを』i二夫して

穫っている姿，友だちにポーズをとってもらって

表現している姿などを大いに賞賛したい。それに

よって，ますます意欲的に取鯵績ませ，人魎の表

現力をしっかり身につけさせることができるよう

にする。

　翼車にしがみついている嚢分を，その時の気持

ちを大窮にしながら，工夫して表現しようとして

いるか。

臆分i　O　友だちの作畠を発て，しがみつきの様子のおも

　　　　しろさや，表現妓萎癒のよいところを見つけ，認め
　　1
　　　　合うこと1二よって，　寂分の糞三贔にも生かそうとす

　　　　る気持ちを姦めたい。

／舞下の展羅過程は紙懸の都合で憲略する。）
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　な造形ができることへの喜びや，掌紋児童みん

　なで製｛乍iするスケールの大きな藁童形に鍛樽麟歪む

　ことへの満廷慈を感慧ている，、

　主演歓，　其弩参￥していたたくまし彰翼姿めぐ箆られた蔑

藤，次のような姿もとらえられる。

○　先の甦通しが持てずに韓をやってよいかどう

　かわからないでいる子ども，まかせられたもの

　の醜分な紅｝の発想毒ごできずに，　勉の一子ども1こ肇嚢

　ろうとしている許ども，そして逆に発想が豊富

　過ぎるのか時懸内にまとまらない子どもなど，

　新たな造形体験に戸惑う姿も晃られた。

　新たな造形学習への取掌）組みということで，野

どものみならず教轟轟身も，あま瞬こも大胆な発

想に驚いたり造形の意外な展醗に戸惑った修する

霧海に直聾したこともあったが，llを輝かせて教

叢秩しと餐1しく駆け離る子どもたちの，たくまし

い背嚢ヵと積極的な取シ）緩みの姿に確かな手癒え

を感千ダることができた実馨斐であったといえよう。

おわ毒鴛こ

　野どもならではのたくましい拳蟹への取辱緩み

を求めて今現場では，総会的な学鷺合科学翼を

初めとして多線な実践が試みられている。そのこ

と欝｛本は大いに評鱗されようが，合科の名の一ドに

本教科でねらおうとする蔭紀表現へ齢ナての造形

活動が，読響1のための．導なる手段としての著書璽翼こ

すり替えられたり，あるいは知的理解をはかるた

めの麟段鑑1的活動として｛立直づ“けられた吟ずるの

でははなはだ迷惑なことであり，そのような合科

の試みであれば初めからやるべきではないe

　それ1ま本論でいう金聾髭的な造形学習1こおいても

懸じことで，単に子どもの発想に簿だねるという

ような安易な取吟組みでばなく，子どもグ）造形は

本来どうあるべきかを求めて，そして融寺にそれ

ぞれの領域でねらうべきこと，毒導すべきことを

しっか警押さえた蓄善導のあ写方を求めて実馨美され

なくてはならな≒㌔今麟試みられた貴重な実践デ

ータをもとにしながら考察を簾え，子どもならで

はのたくましい造形への取尊緩みを求めて，これ

からも実践醗究を積み重ねていきたい。

　轟，本誌1をまとめるにあた弓，水撃藷撃舞舞急ノ卦学

校図癖蓄二作部の鈴本康司．熊雛登臨，材舞中業各

教黛に，実践に陶けての授業家作歳．授業分析等

で多大の鶉力をいただいた。深く感謝したい。

憾85年舞舞

　　　　　　　註慶び参考文献

環｝無季稿「纂修造影濤勤の試み　（その3）」

　　　　　　　　蕪蒸大学教育実践黍浮実紀要第i縁

　　その驚：景にあるもグ〉として，篶i育｛旛重．少ない遊

　び積重，実捧験苓建，教奮諜軽震擁無二の難題などを

　あげ，その嬢蓉のあ重｝方について遽べている。

懲　纏稿「集／灘造形誘麹の試み：造影祭穆の発案と実

　駿」教欝美徳43巻9弩教育美徳振興会

纏・総稿辱蕩1鑛拳導をどう進めるか：事藩暴言導・駿題

　鐙握」蕪轟大学教鷺実践羅究紀要纂5弩

　　篠懸議導においても．捧ごとぶつ浮て，蓋感を遜

　しての学替が必要だとし，その事｛粥をあげてその意

　義，撰導のあ讐力について述べている。

略　承越敏響錘「醗縷の授業醗費を分極する」

　　饗代数育科学　騰33518翼1購絵図霧

｛5｝購　　｛§褻）　水越は，全菱葵灘蔑校の欝究主題に

　ついて「理想的で楽天約なものが多い」とし，いく

　～）寿・グ〉疑馨璽点をぞ糞垂護1しても｝る群

繍　癬、1、鵜大学教欝学藩懇親小学桟著陰彗造鉾学力と人

　懸形成ゴ　　購濤鐸壽

17…波多野誼余夫著稼1己学翼縫方を育てる」

　　　　　　　　　　　　　　　　棄京大掌串蔽会

曝1　擁i稿「ノ三・学校1二お1ナる擢舞舞叢叢導：題材rの設建」

　　　　　　　　　　大学葵講教育学会誌　第賀野

　　題軽の条件として二三つをあげ．さらにll標．児童，

　教麟1の縷彗からそ義を言挙しく分類：している。

⑨　欝脇理勉糠「造形の基縫妓法」（鷺～23藁〉

　丸識浜欝糞ま，造形鑛圭壷を藝又分しする視点として‘，勢転存

　｛7）いわゆる躍鎖愚輩で妻叢分をする琴壷彩衣充によるも

　の」の勉，一造彫機能」　「時代鍵ゴ　「垂紐…域性Jをあげ，

　その1κ分〔分類〉を試み，解錘発を擁えている。

1糠　藤沢典醗地霧著「教群教誉法　小学校酸麟1二作」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll本標準

　　藤沢は，鰍1懸鷺㌻科の内容，領域」として表

　現と鑑賞の全鯵を騒示しているが．本文鑓iでは表

　現グ）績域だ酵を取諺識したものである。

藤　藤野籔央「造形約な遊びの意義王」

　　　　　　　　　　大学美徳教育学会誌　第誓藩

　　そのねらい，縫1羅づ酵1こついて遊べ，　まだその蕪

　栗があ1デられていないことを舞霧毒している。

窪21篠島大学教育学藻講縷小学絞　聾轟齢｛）｛罫痩学習蟻

　導法僻究合筆摯究会要項歪」ほ｛享　賢麹


